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 「第５章	 メディアとしての天安門：日本の占領地政策」では、1937 年の盧溝橋事件以降、日本に制圧
された北京において天安門広場がいかなる位置づけの空間としてあったのかを明らかにした。対日協力政権の中
華民国臨時政府はその成立を対外的に示す場所として天安門広場を使った。臨時政府首脳は日本人顧問らととも
に袁世凱以来の天安門登頂を果たし、広場に集まった群衆に演説を打った。北支那方面軍は満州国ハルピン市か
ら佐藤俊久と山崎圭一を呼び寄せ、北京近代最初の総合的都市計画である都市マスタープランを作成させた。こ
の計画中で天安門広場は「美観地区」に指定され、1941年公布の「市街建築暫行規則」によって景観維持のため
に建築や広告類に対する然るべき処置を可能とした。また、東西長安街が北京城と郊外東西新区を一直線にむす
ぶ東西軸線として構想されたことで、その中点に位置する広場は交通要衝としての性格を一層強めた。日中戦争
中、北京では「新民会」が主導する動員集会が実施されたが、舞台は天安門広場ではなく紫禁城であった。広場
は交通要衝であることを活かし、日本の対中政策を宣伝するメディアとしての空間となった。天安門城楼には「打
倒英國」などのプロパガンダ・メッセージが設置され、門前には「反共救国紀念塔」が建立した。この紀念塔は、
近代以降の天安門広場に最初に完工した記念建造物（モニュメント）であるが、新中国の聖地である天安門広場
に、かつては反共産主義を意味するモニュメントが建っていたことは非常に興味深い。こうしたメディアとして
の利用は、日本敗戦後の国共内戦期もつづいた。北平統治にふたたび当たった国民党は、天安門城楼に主席・蒋
介石の巨大肖像画を立て掛け、党への求心力を高めようと企図した。	 
	 「第６章	 「天安門広場」の誕生：中国共産党による再編成」では、1949年初頭に北平の「解放」を果た
した中共が新中国の「国家的広場」として天安門広場を仕立てあげるプロセスを明らかにした。中共は北平入城
後に市内の清掃作業を進める傍らで広場を舞台に動員イベントを開き、その過程で「天安門広場」という固有名
称が『人民日報』上に現れるようになる。実際に樹木撤去や舗装整備が実施されて「広場」という名称にふさわ
しい大きな平面も生まれた。そして周恩来によって「建国セレモニー」の舞台に選ばれることで、広場は新中国
において特権的な意味を有するようになった。広場には国家シンボルが配置されていく。毛沢東みずからが起工
した人民英雄紀念碑は、「想像の共同体」としての近代的国家における「国民」意識を発動させる「無名戦士の碑」
である（参照：B.アンダーソン『想像の共同体：ナショナリズムの起源と流行』）。紀念碑の設計をおもに担当し
たのは梁思成である。梁は天安門を題材とする国章のデザインも手がけた。梁によって、天安門と天安門広場は
新中国時代における侵されざる聖なる存在であることが明示された。並行して、新首都となった北京では都市マ
スタープランの立案が進められた。ソ連の都市計画チームが主導した計画中で、天安門広場はモスクワにおける
赤の広場と同様、郊外へと拡張しつづける都市を司る不動の「中心」として設定された。広場の改造計画も並行
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して作成される。ここでもソ連からの影響は色濃く、社会主義リアリズムやスターリン様式の建築を附設するこ
とが検討された。そして新中国時代における天安門広場の基本的構成が1958〜59年に固まる。計画立案作業には
全国から有力建築家が集められて総動員体制で当たったが、決定的な役割を果たしたのは毛沢東と周恩来であっ
た。彼らによって、広場は 880×500 メートルの長方形平面とすること、広場東西に全人代大廈（人民大会堂）
と革命歴史博物館を配置すること、そしてこれらの巨大建築は天安門や紀念碑のデザインとの調和を優先する抑
制された折衷様式になることが決められた。構成決定後、建設工事は急ピッチで進められ、建国十周年（1959年）
の国慶節では広場北半分が完成した。そして基本的構成は継承されつつ、毛主席紀念堂が完成する1977年に全容
の整備が完了した。	 
	 「第７章	 結論」では、本論各章の分析をつうじて明らかになった天安門広場の歴史的変遷を、「コンテクス
ト」「シンボル」「アクティビティ」という三つの概念カテゴリーに分類して再検討することで、各時代の特徴と
その変化をより明確化した。「コンテクスト」では、広場が周辺領域とどのような関係性を取り結んできたのかを
再検討した。そして、その変遷を閉鎖的な「禁地」がより開放的に、より広い領域のなかに位置づけられていく
プロセスであるとまとめた。「シンボル」では、広場に展開された各種シンボルを再検討した。そして、中華民国
時代には交通要衝であることを理由に広場にシンボルが附加された
、、、、、
のに対して、新中国時代には紀念碑や国章に
よって天安門および広場という空間それ自体を
、、、、、
シンボライズ
、、、、、、
している
、、、、
ことを指摘した。「アクティビティ」では、
広場が人びとにどのように使われたてきたのかを再検討した。そして天安門城楼の利用の有無に、広場のアクテ
ィビティにおける演説者（主催者）とその他参加者（聴衆）のあいだに一体感を生むことか距離感を生むことの
意図が現れていることを指摘した。	 
	 
	 以上のとおり、本研究では、清代末期から新中国初期までを対象に、天安門広場で生じた動態の特徴とその変
遷プロセスを明らかにした。従来の天安門広場論においては、20世紀前半の事象については中共の公式歴史観が
自明の前提化することで明らかにされていない点が多く、しばしば新中国時代における大規模改造や国家的イベ
ントのみが特権的に重視される傾向が見られた。本研究では、こうした視点を退けるため、いま一度、当時発行
されていた新聞などの文献史料を横断的かつ丁寧に見返し、忘れ去られた天安門広場の「近代」の「記憶」を掘
り起こした。そして五・四運動に代表されるデモ活動中における天安門広場の使われ方や、国民党による動員集
会や国父シンボリズムの展開、あるいは日本によるプロパガンダ・メッセージの設置など、中共＝現代中国の公
式歴史観には集約され得ない天安門広場の近代の多様なる実態を明るみに出すことができた。	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